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　Abstract : In the northern contact aureole of the Tabito Plutonic mass, there develops ａ domain
characterized by peculiar structures not observed generally･ in the metamorphic rocks having no
connection with the intrusion of the mass. Those structuresinclude boudinage, rod, fold with nearly
verticalａχisand- the megascopic structures regionally developed change abruptly in the small domains
near the mass. Further more, granitic dykes and veins probably related tｏ･the Tabito plutonic mass
are also subjected to the deformation which formed folds, boudinage, and rod structures mentioned
above. In addition to these phenomena. results of the analysis of quartz fabric are also conformable
to the above structures observed limitedly in the northern contact aureole of the Tabito mass. These
facts suggest that they are formed by the tectonic deformation simultaneous with the emplacement
of the Tabito plutonic mass｡
　Based upon the structural analysis of the metamorphic rocks in the Gosaisyo-Takanuki district,the
Tabito plutonic mass was emplaced at thelate or the latest stage of the main regional metamorphism
（B3－ deformation phase of UMEMURA, 1970) in the Central Abukuma Plateau and the structures
suggest a kind of forceful intrusion of the mass within the metamorphic rocks.
Ｉ　まえかき
ｎ　地質概要
Ⅲ　田人深成岩体周辺の特異な構造群
　ａ　摺曲構造（面構造・線構造も含む）
　ｂ　地質構造
　ｃ　boudinageおよびrodding
Ｉ
目 次
　ｄ　花肖岩質岩脈の変形について
　ｅ　石英のｃ･axis subfabric
IV　田人深成岩体の遊入と阿武限主部広域変成作
　用の相互関係
Ｖ　要　約
　　　謝辞，参考文献
ま　え　が　き
　田入深成岩休は，福島県東南部いわき市田入町から茨城県北東部にかけて分布する（福島県地質
図20万分の１，渡辺万次郎ほか編, 1965,勿来図幅７万５千分の１，地質調査所, 1949).この田入
深成岩休は，従来の阿武限変成帯における深成岩類の区分（牛来, 1944,渡辺岩井ほか, 1955)に
よると，古期花剛岩類に属するとされ，東部で御斉所変成岩類に，西部で竹貫片麻岩類に這入して
いる･（第１，２図）．
　古来，阿武隈変成・深成帯は多くの研究者によりさまざまの観点から研究が進められてきている
が，広域変成作用と花圈岩類の活動の相互関係についての決定的な論述はない．以下，広域変成作
用と深成活動の関係，両者の性格についての研究成果を簡潔に列記することに努め，この稿の問題
＊　地学関係５学会連合学術大会（昭和46年10月22～24日，於九州大学）にて講演．
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点を浮き彫りにしたい．
　阿武隈変成帯において，広域変成作用と花田岩類の活動を結びつけて考察することは，杉(1933,
1935)以来多くの人に継承されてきた．杉は，阿武隈変成帯において最初に近代岩石学の方法を導
入し，本帯の変成岩類は，古生代末期ないし中生代初期頃の造山迎勁と，それに伴う花岡岩類の這
入によってできたものと考えた．即ち，最初に，造山運勁に伴う勁力変成作用によって，低変成度
の千枚岩質岩石ができ，ついで，当地域の西部に大ｍに逃入した花樹岩類（前述の古期花剛岩類）
から熱の供給を受けて，より高変成度の結晶片岩～片麻岩に変ったと考えた．このように，杉は，
当地域の変成岩類の形成に，造山迎動に伴う勁力変成作用と花岡岩類の貫入に伴う一種の広域接触
変成作用(Regional contact metamorphism,ないし　Plutono-metamorphism)の両者が関与し
ていると考えた．また, Diaphthoriteの存在を指摘し，変成史の複却さを暗示した‥
　黒田(1951),黒田・倉林(1952)は，本地域南部の日立地域の変成岩類を研究し，田入深成岩
休と同様古期花田岩類とされる入四開花田閃緑岩体周辺の赤沢結晶片岩の成因，地質構造の特異性
を考察し，結晶片岩の形成，入四開花剛閃緑岩体の逃入，および，地質構造の特異性の間にきわめ
て興味ある関係を想定した．つまり，地質構造の特異性は，入四開花田閃緑岩体の這入に伴う既存
岩石の“まくれ上り”運動によるとし，その際地層に働く差勁(Differential movement)と花田
閃緑岩体よりの熱の供給によって，赤沢結晶片岩が生成されたとした．加えて，赤沢結晶片岩の現
在の性質を決めている再結晶作用は，比較的静かな状況のもとで行なわれていることを述べ，赤沢
結晶片岩の形成が大きくみれば，“Para-deformation-crystallization”であるのにもかかわらず,.
shearing stress の作用よりも熱の作用の方が後まで行なわれたらしいと述べた．
　渡辺ほか(1955),渡辺(1956)は，田入深成岩休の北西や北北西に分布する鮫川・宮本深成岩
体周辺の御斉所・竹貫変成岩類の構造を調査し，変成岩類と深成岩体の構造の対応関係，岩休周辺
の変成岩類の構造の不規則性を考慮し，鮫川深成岩床は広域変成作用に密接な関係をもち，やや遅
れて這入した宮本深成岩体は変成作用を助長し，這入の時期に，その接触部において接触変成作用
の性質をつけ加えたと考えた．
　杉とほぽ同一の観点に立った牛来(1941, 1944, 1958)は，上記の多くの研究者に指導的役割を
果しながら阿武隈変成・深成帯を研究し，変成作用前の最古期花田岩の存在を示し，また，広域に
渡る種々の深成岩休の記載・時代区分を行ない，他の変成岩帯との対比を可能にした．そして，古
期花田岩類の這入の時代は，古生代末期ないし中生代初期頃と考え，阿武限変成帯を彼の提唱した
本州造山帯の一部と考えた.
　Shido (1958)は，勿来地域の田人深成岩休，同岩体周辺の変成岩類を研究し，深成岩類巾の花
団岩類は，広域変成作用とほぽ同時に逃入し，広域変成作用,とほとんど同じ相系列の接触変成作用
を起こしていることを示した．
　近年．加納を中心とする秋田大学の研究者により. Granite tectonics の観点から阿武|限帯の深
成岩類を考察することが企てられ，多くの事実が指摘されてきている．丸山・加納(1967),加納
ほか(1969),丸山(1970)は，鮫川岩休を中心とする地域での研究に基づき，古期花田岩類は広
域変成作用後に逃入したとし，さらに，それらの這入機構を滴状とすれば，鮫川岩休はその頂部が
今日の面と考えだ．光川(1967)は，宮木深成岩床を中心とする地域での研究に基づき，岩休内部
の多様性，構造，周辺の変成岩類の構造を解析した．そして，変成岩類の構造と花園岩類のそれが
調和している地域と非調和な地域とがあり，深成岩休周縁で地質構造が複雑になることを渡辺と同
様に指摘した．しかし，それらの現象の成因に関しては統一的な見解が示されていない．
　筆者は，先に御斉所・竹貫地域の地質構造の解析に基づき変成：変形史を提起し，２度の広域変
成作用と４回の変形作用（B2～B5榴曲運動）の存在を示した．さらに，宮本深成岩休西南縁の変
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成岩類の示す複雑な地質構造が，岩体西南縁Rﾆきわめて特徴的に発達するB4榴曲迎動の結果であ
ること，および，花岡岩質岩脈の示す構造特性を考慮に入れて，宮本深成岩体が，本地域の温度条
件が最高に達したB3榴曲時相末期～B4榴曲時相にかけて道入したことを主張した（梅村, 1970).
　以上のごとく，花岡岩類の道人時の性格，深成活動と広域変成作用の関係について，さまざまの
方面から論述がなされてきているが，それらに関する決定版は今もってない．特に，深成岩体周辺
の変成岩類の構造の解析から，両者の相互関係にr=）いて言及する企てはほとんどなされていない．
こういった実情を考慮し，筆者は，最近，田人深成岩体周辺の岩石構造の調査を進めているが，同
岩体北縁の変成岩類中に，同岩体の遊入の影響をこうむらないと断定できる変成岩類中には発達し
ない，特異な構造群が存在することを確認した（梅村, 1971).第１図のごとく小範囲での調査結
果であるが，古期深成岩体周辺の変成岩類中に限って発達するこれらの構造群の記載・解析を行な
うことは，上記の問題の一端を明らかにするうえで意義深いと考える．従って，調査の途中である
が，現在までに得られた知識を基礎にして予察的な報告をする．報告にあたっては，次の２点に主
眼を置くことにする.
　①　田人深成岩体周辺の岩石構造，地質構造を記載し，先に筆者（梅村, 1970)が報告した御斉
所・竹貫地域のそれらと比較，検討すること.
　②　上記①から得られた知識，および，これまでに多くの研究者によってなされた古期花岡岩類
そのものや，同岩類周辺の変成岩類に関する研究成果を背景にして，田人深成岩体の道入と阿武隈
主部広域変成作用の相互関係，および，同岩休の辺入時の性格を考察すること．
　なお，今後，さらに調査・研究を続行し，不備な点は改めていきたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　地　質　概　要
　本地域は，阿武隈変成帯のほぽ中央部に位置し，田人深成岩体の北縁に相当する（第１図）．同
岩体は，本地域南部の勿来地域でShido (1958)によって詳細に記載されており，花岡閃緑岩を
主とし，斑れい岩質岩，閃緑岩，半花園岩，花岡岩等を含む複合岩体とされている．同岩体は，本
地域から南部の日立地域にかけて広がり，およそ250 km^ にわたって分布し，その広がりの方向は
阿武隈変成帯のトレントに一致している．なお，同岩体中には，黒雲母，角閃石，短冊状の斜長石
の配列による片麻状構造が観察されるが，それは一般に周縁部ほど著しい．
　深戊岩休周辺の御斉所変成岩類は，一般に塩基性片岩が優性で，泥質，珪質，部分的に石灰質片
岩の薄層を挾むか，問題とする接触部においては比較的泥質片岩が多く，片麻状組織を呈する場合
もある．竹貫片麻岩類は泥質～珪質片麻岩が主で僅かに角閃岩を含んでいる．
　僻体周縁における変成岩類の層理而の示す構造は，東縁，西縁では割合に単純で，北縁で複雑
である．すなわち東縁はＮＮＷ－ＳＳＥ方位の緩い榴曲軸を持つ背斜・向斜で特り徴づけられ，西縁
はＮＮＷ～NW-S SE～ＳＥ走向で，70°～50°Ｅ傾斜の単斜構造を示し，北に落とす軸をもつ竹
貫背斜の東南翼を占め，田人深成岩体の這入の影響がない地域の地質構造とおおむね洲和的であ
る．しかし，北～北西縁では層理而の方位が小範囲で急変し，一般に高角度の摺曲軸によって規定
されており，岩層の連続性を確認するのが困難である．この東縁および西緑と北～北西縁での地質
構造の違いは，深成岩体の這人面の方位に対応している．つまり，東・西縁の這入而は変成岩類の
構造の一般的方位と調和的になるのに対し，北縁の這入面は凹凸か激しく変成岩類のそれに直交す
る関係になる（第２図）．
　変成岩類の変成度は，広浪に波る規模で東部より西部に向って，また第１図に示されてはいない
か深成岩体叱向っても上昇している．本地域は，主として青緑色ホルンブレンドで特徴づけられる
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Tertiary sediments
Plutonic rocks of
　　the younger group
Granodioritic rocks of
　　the older group
Gabbroic and dioriticrocks
　　of the older group
Metamorphic rocks
０　　　　５　　　iPkm
第１図　御斉所・竹貫地域の変成分帯図(MiY八SHiRo, 1958原図）．長方形の枠は調査
　　区域を示す.　Ir : 入遠野深成岩体, Is : 石川深成岩体，Ｍご宮本深成岩体，Ｓ：鮫
　　川深成岩休，Ｔ：田人深成岩体，△：御斉所由，口：竹貫部落．
Ｂブーツに属する．接触部には，緑色～禍色のホルンブレンドで特徴づけられるＣゾーン，まれに
は斜方輝石の出現で特徴づけられるＤゾーンも存在する(Shido. 1958, MiYASHiRO, 1958).
　岩脈としては，おそらく田人深成岩休に関連するものと思われる花岡岩質，半花田岩質，ペグマ
タイト質等の岩石が存在し，まれに変成岩類に逍入している．
　上述の変成・深成岩類は，東部で第三紀層に不整合で被覆岑れている．
　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ　田人深成岩体周辺め特異な構造群
　下記のように，田人深成岩体周辺の御斉所・竹貫変成岩類中には，同岩休の影響がない変成岩類
中には観察されない特異な構造や特徴ある現象が認められる.
　1.垂直に近い摺曲軸をもつ摺曲群（後述するＢａ摺曲）が発達し，地質図に表現される地質構
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遭もこの榴曲により規定されている.
　2。　岩体北西ないし西縁の変成岩類巾に, boudinageやrod structureが観察される．発達の頻･
度は，御斉所変成岩類巾よりも竹貫片麻岩類中で著しい.Ｂｇ宿曲を示す岩石にboudinageやrod
が発達している場合もある.
　3.　ペグマタイト，アプライト，石英・長石質の花出岩質細脈が，b･oudinageやrod structure
を呈したり, Bh摺曲をこうむっている場合もある．また，不完全ながらB3榴曲運動「梅村,」970)
をごうむっていると判断できる花岡岩質岩脈も存在する.
　4.深成岩体に接近するにつれて，深成岩体逝入前に形成されていた構造の改変や破壊が観察さ
れる.
　5，上記Ｂｚ7榴曲軸部の黒雲母の配列様式は一定でなく，不規則な（特異な）例が多く観察され
る．また，石英のc-axis subfabric も岩体周辺では固有のpatternを示す．
　この章では，上記の特殊な構造群を記載し，それらの起源について考察する．なお，同深成岩体
の逍入の影響がないと思える御斉所・竹貫変成岩類中に観察される要素的構造の区分およびその形
成史は，先に筆者によって解析された（梅村, 1970).第１表にはその結果とともに，同深成岩体
　　　　　第1･表　田人深成岩体北縁の変成岩類中に観察される要素的構造の区分とその形成史
nj･　μ111
ｆ Ｊ　Ｉ･･IJ
　　　　　　　　　　　　－
変　形　時　相 B2 B3 B丑 B5
摺　曲　楷　造 B2摺　曲 B3摺　曲 馬7摺　曲 B5摺　曲
面　　楷　　造 S1 S2
　　　　Type I
S3
{
TypeII
　　　　TypeⅢ
Sn S5
線　　構　　造
L2
Lto-2
Ｌ３
Lm-3
Lh, boudinage
Ｌ。-ｊ７
L5 ・
周辺の変成岩類に発達する要素的構造を区分した結果も示されている．第１表で太い線で囲まれて
いる巾に記述されている構造群が，田人深成岩体北縁の御斉所・竹貫変成岩類，および，それらの
変成岩類巾に迢入している花田岩質岩脈にのみ発達している構造である．
　Ⅲ－ａ　摺曲構造（而構造・線構造も含む）
　本地域に特徴的に観察される榴曲構造はＢ,7榴曲である．このＢ。摺曲構造は，本地域で最も顕
著に発達する要素的構造の１つで，その起源，形成の機構が本稿の問題の核心であるといってよ
い．この他に，辺入の影響をこうむっていない御斉所・竹貫変成岩類巾に発達するB2, Bs. Bs摺
曲＊に相当すると思われる構造も時おり観察される．しかし，これらのも2, Bs摺曲は，おそらく
深成岩体の迢入に伴う構造運動によると思われるが，初期の構造特性を著しく失なわされている.
・Ｂｚ,榴曲：高角度の摺曲軸＊＊をもち，田人深成岩休の北縁にのみ特徴的に観察される特異な摺曲
構造があ芯（第３図）．この構造をＢｙ削曲と定義する．一般に, Bn摺曲はplane cylindricalfold
の幾何学的特性を示すが，翼間角が鈍角なものから同斜状に近いものまであり，さまざまの形態を
示している（第１図版，1，第４図版, 7).戸草地域の混成岩様の岩石巾の石英・長石に富む層や
＊　B4摺曲は宮本深成岩体西南縁のみに発達する構造で, S4.- L4 は，B4摺曲の軸面劈開に相当する面構造・
　B4摺曲の摺曲軸に対応する線構造で，本地域には観察されない.
＊＊田人深成岩体周辺に発達する摺曲構造で，方位は別にして，落としか約60°以上の摺曲軸を有するものをい
　つ．
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脈が示すＢz7摺曲は, convolute foldに近い構造特性を示しているが，これはＢｊｌ摺曲形成時の
mobileな条件を反映しているものと思われる（第３図版, 5).しかし，多くの場合，Ｂｇ榴曲をこ
うむっている黒雲母に富む層のconcave zone における黒雲母は，層理に平行に曲げられている．
この事実は, Bh摺曲が，岩体の辺入に伴う温度の上昇により生じた局部的な現象としでのflow
foldでなく, bucklingの成分を有し一定の応力場で形成されたことを示している. Bh橘曲の軸
は，落としが垂直に近いためその方位がばらつく．摺曲の軸弼は垂直に近い. B≪榴曲とB2，B3摺
曲との時間的関係については，僅かな例であるが，次のような事実が知られている. isoclinal fold
に近い形態的特性を示し，ほぽ水平な榴曲軸をもつB2摺曲に対応すると思われる構造はI Bfl摺
曲によって曲げられている．Ｂ３摺曲とＢ,j摺曲との時間的関係は，本地域の東北部＊では確認す
ることが難しいが，北西部の戸草地域では，B3相曲の落としが，岩体に向うにつれ水平から垂直
へと変化し，見かけ上B3榴曲がＢｇ摺曲に漸移しているようである．現在までのところ，B3摺曲
が支配的な地域とＢａ摺曲が顕著な地域との境界付近には，明白な断層は認められない．両者の関
係についてはⅢ－ｃで触れる．
　注目すべきことは，このＢ,7摺曲群の発達が，第３図に示されるごとく，田人深成岩体の北縁に
０　　　　１　　　　２　　　　3 km
第３図　亀z摺曲およびBoudinage (Rodを含む) structureの分布図．両構造共，産
　出があれば，産出の頻度の強弱にかかわらず分布域にくりこまれているBoudinage
　の分布域は，本図に示されているより以西にも広がっている．
特徴的であるだけでなく，ペグマタイト脈，アプライト脈，プティグマティク脈もこのＢjｌ摺曲運
＊　赤仁田から葛の平にいたるルートでは，葛の平に向う（田人深成岩体に向う）につれて，顕著な線構造の
　落としか次第に高角度に変化するのが観察される．
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り岩層の連続性を確かめることが困難になる．これらの事実は，このＢｊz摺曲が深成活動に関連し
た構造であることを暗示していると言える.
・B3摺曲：Ｂ３摺曲は, NNW-SSE方位で水平に近い軸をもち，御斉所・竹貫変成岩類中に典
型的に発達する構造であるが，Ｂａ榴曲の発達する地域ではこの種の構造はほとんど見いだせない．
以下，この地域におけるB3摺曲構造の産出の特徴を２，３例記する．
　例１．岩休東縁では，B3摺曲に対応する構造が僅かに観察されるが，それらは,一般にflattening
され典型的なB3摺曲に比してより鋭角の翼間角を示し，かつ，摺曲した層の厚さの変化が著しい．
　例２．塩の平南西0.5 kmの地点で観察された例であるが，ここでは同斜状に近くB2摺曲に相
当する構造を示す泥質片岩層を切って，花園岩質細脈が這入している．しかし，その花肖岩質細脈
は．不完全ではあるかはっきりと摺曲構造を示している（第４図版, 8).岩脈が層理面を切って這
入しているため，その摺曲の軸の方位や形態を，結晶片岩層の摺曲のそれらと比較することは危険
であるが，その摺曲軸はほぽ水平でL3に対応している．こういった形態や軸の方位を考慮に入れ
ると，花園岩質細脈が，B3摺曲迎動の後期に這入し，周囲の変成岩類がこうむったB3榴曲運動の
後期の歪だけをこうむったと言えよう．いずれにしても，この例は，B2にB3摺曲運動と花肖岩質細
脈の這入時間的関係のー断面を暗示している．
　例3. B3榴曲運動の時期の考察を可能にする今１つの例が，葛の平において観察された．　ここ
では変成岩類の片理屈を切って，白雲母，電気石，カリ長石，石英よりなるペグマタイトか這入し
ている．このペグマタイト中に，周囲の変成岩類に比して高変戊度になっている片麻状岩石の捕獲
岩が存在する．この捕獲岩は，その形態からしてB3摺曲に対応する構造を示している．このこと
は，･ペグマタイトの逃人がB3摺曲後であることを歴然と示している（第５図版, 10).
　（線構造）本地域に観察される線構造には, B,,摺曲の軸や，鉱物の平行配列によって定義され
る線構造(e.g. L2) L31 L?≫-3>　Ｌ・-f,)の他に, boudinage, rodのような線構造が存在するのが
特徴である．　　　　　’
　Ｌ。：　Ｂａ榴曲の軸に相当する線構造.
　Ｌ。.ｇ:　雲母類や角閃石の定向配列によって示される鉱物線構造で. Lhにおおむね平行である．
しかしt ijTn-ＢＫ相当すると思われる黒雲母の定向配列で示される線構造が，低角度であるが鮮明
にBj7榴曲軸と斜交する例や, B,y摺曲で歪められている例もあり> Lwj-Hを安易にB≪ l?j曲に対
応する鉱物線構造と断定できないとも言える.
　BoudinasfeとRod :　主として岩休の北縁から西縁にかけて観察される構造で，泥質片岩～片
麻岩中の珪質片岩～片麻岩や，変成岩類に辺入しているペグマタイト～アプライト，長石・石英脈
に発達する.例が多い．まれな例であるが，角閃岩中に這入している石英十緑レン石脈やアプライト
の脈に発達しているboudinageもある．
　これらのboudinageやｒodの形態であるが，一般に露頭条件が悪く，三次元的にboudinage
の正確な歪像を知ることは難しい．従って，数少ない例に基づく判断しかできないが，多くの
boudinageは,‘neck line が直線でそれに直角な方向鯛最大伸長を示す．しかし. neck line に垂
直な断面での形態がレンズ状の典型的なboudinageは少なく，同一のサンプルでもかなり変化す
る．数少ない例であるか, boudinｲﾋした層に平行なすべての方向にextensionが生じたことを示
す例もある．このboudinageやｒodのneck line と線構造の対応関係であるが. neck lineはお
おむねＬＦ?JLm-H　に平行であると言える．しかし. neck line とJ-rm~Mt　L7jが高角度で斜交す
る場合もあり，また，上記のごとく歪の性質も多彩であり. boudinageやｒodの歪像と線構造の
幾何学的関係について，統一的な関係を示すのは卸しいのが現状である．
　ここで. boudinage. rod構造に密接な関連があるmull ion構造に類似した構造も存在すること
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を付記しておく．このmuUion構造は，摺曲mullionで‘B77榴曲軸に平行のようである.
　（面構造）：本地域には，第１表に示されているS1からS5に相当する而構造が観察される．しか
し, B2, B3摺曲の軸弼劈開であるS2. S3のごとく，雲母類の配列や小断層によって定義される
弼構造は，深成岩体の逃入に伴い生じた再結晶作用や変形作用により，初期の構造特性を完全にそ
こなわれ，識別が不可能になっている．ここでは，田入深成岩体周辺の変成岩類，花肉岩質岩脈に
発達する而構造を筆記する．
　．Ｓｇ：　Ｂｊ７摺曲の軸而劈開に相当する而構造で，泥質片岩では黒雲母の配列によって定義される．
多くの場合，輔面に黒雲母が平行配列し, axial plane schistosity の特性を有するが> Bff摺曲と
無関係に任意な方向に配列する黒雲母もあり，しばしば，不規則な劈開構造を形成している．この
ように，Sgに関して黒雲母が不規則な配列を示すのと同様な例は，SIを規定する黒雲母の配列に
おいても知られている．すなわち，黒雲母は多くの場合SIに平行配列するが，S1に不規則に斜交
して配列する場合も多い．このような特徴は，田人深成岩休の這入に際し，少なくとも岩体周辺で
はI mimetic recrystallization, syntectonic recrystallizationの双方が行なわれた結果を示すもの
であろう．
次に，石英に富む層のSJ7についてであるが，SIに平行に迦入した石英脈にSgに対応する面構
造が発達している例かおる（第１図版, 2).この脈の石英は著しく粗粒でfractureをこうむって
いる．このfractureが，部分的であるが, Bn摺曲のconcave zoneに収斂しｆａｎ状を呈し> Bw
榴曲と幾何学的に対応するattitudeを示している．また，石英脈やペグマタイト脈が, Bfl摺曲の
軸而（Sg）にほぽ平行に這入している場合もある（第３図版, 6).
　なお，花肖岩質岩脈にはさまざまの産状かおるが，変成岩類の片理弼に関して，それに平行に這
入している場合と，斜交している場合の２つに大別できる．塊状で片状構造を示さない岩脈もある
が，多くの場合，周囲の変成岩類とのcontactの面に平行な片状構造が発迪している．これらの片
状構造は，石英の伸びや，雲母，角閃石，長石の配列で特徴づけられている．
　Ⅲ－ｂ　地質構造
　前項で，田人深成岩体北縁地域に限り特異な要素的構造が存在することを示したが，これらの構
造群の発達と関連して，この地域の地質図に示しえる地質構造もまた異常なものになっている（第
２図）．つまり，深成岩体の影響のない御斉所変成岩類の構造は, NNW-SSE方位でＮＮＷな
いしＳＳＥに緩く落とす摺曲軸をもつ背斜り句斜構造の繰り返しによって特徴づけられ，岩体西方
の竹貫変成岩類は，竹貫大背斜の南東翼に相当し比較的単純なhomoclinalな構造であるが，深成
岩体に接近するにつれて，このような規則性のある構造の追跡が不可能にな.る．とくに，この現象
は岩体の北縁で著しい．このことを明白に示しだのが第４図の7･｀51ダイアグラムである．この図に
み･られるごとく，岩体周辺地域のsynopticダイアグラム（第４図一Ａ）はきわめてtriclinicな
対称性を示しており，全域の構造が単一の構造軸で規定されていないことを示している．この項で
は，このような田人深成岩体周辺での地質構造の特異性や，構造の変化を明らかにすることに主眼
を置き，第４図のような小区域を設定し，おのおのの小区域で心1ダイアグラム，線構造図を作
製し，それらの解析を行なった．
　東縁の小区域①では，S1は高角度で変化が乏しく，π51図は背斜・向斜の両翼に対応する２つの
極大点を示す.πj1図で極大点からかなりずれるものは，深成岩体に近づくにつれて，傾斜が幾分
緩くなったり，方位が多少変化することを反映している（第４図一1）.いずれにせよ，小区域①で
はS1に対する岩体の辺入の影響は少ないと言える．．この小区域では，塩法性片岩，角閃岩が主体
で，泥質～珪質片岩の薄層が僅かに存在する．小区域②，④は，深成岩体よりかなり離れており，
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　　　　　　　　第４図　田人深成岩体北縁地域のπ，1図．
等密度線に－3－5－10－20％.測定数は各々のダイアグラムの下に示されている
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　　　　　　　　　　第５図　田人深成岩体北縁地域の線構造図．
ダイアグラムのＮｏ．は，第４図の小区域のＮｏ．に対応している．測定数，等密度線
はダイアグラム下方に示されている．
背斜・向斜構造が明確Ｋ追跡できる地域であり，従って，この小区域での営S1ダイアグラムは，
御斉所変成岩類に特有なfabricを示す（第４図一2, 4).図のごとく，ダイアグラムは２つの顕著
な極大点をもつ不完全なgirdleを形成し，S1が,.翼間角の小さい，軸面が垂直に近い摺曲構造を
呈していることを反映している．βは，共に，方位S15°土耳，落とし20°土である．これらの区域
は，小区域①とほぽ同様で，主.として塩基性片岩～角閃岩よりなり，泥質，珪質，石灰質片岩の薄
層をはさむ．小区域①，②，④で観察される線構造ば，水平ないしＮＮＷに緩く落とすものもある
が，第５図，①，②，④の線構造図にみられるごとく，方位S15°Ｅ，落とし20°土に極大点をもつ．
これらの極大点は，各々の小区域のβにおおむね対応している．
　他方，小区域②，④から南へいく（深成岩床へ接近する）につれ，SIの走向の変化が著しくな
り，岩層の追跡が困難になる.S1の傾斜はすべて高角度で変化はない．このような現象はcontact
付近で特に著しくなっている．このことを反映して，む1は基円に沿う完全なgirdleを形成してい
る（第４図一3, 5).これらの小区域は，角閃岩，珪，泥質片岩よりなる．小区域③，⑧ではさま
ざまのタイプの線構造が観察されるが，これらを投影したのが第５図一3，5である．図に示される
ごとく，垂直に近い方位に１つの極大点をもつが，さまざまの方位にばらつきもあり，全体として
はtriclinicな対称性を示している．複雑な構造で幾何学的解析が難しいが，この垂直に近い極大
点は･駒のβにおおむね対応していると言える..上述の現象は，小区域③，⑥だけの狭い範囲の
ことであるが，地質大構造が高角度の軸をもつ摺曲（おｇ摺曲）構造によって支配されていること
を示している．かくして，田人深成岩床周辺には特異な地質大構造か存在することが明らかになっ
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たわけであるが，同様な例は宮木深成岩体北縁においても知られている＊．
　深成岩体西縁の小区域⑥では，7り1はS60°W, 60°, N69°W, 72°に２つの極大，副極大点を示
している（第４図一6）.これは，第２図に示されるごとく，南に向うにつれて変成岩類の走向がＮ
NE-SSWからＮＮＷ－ＳＳＥに変化していることに対応している．線構造は，方位N32°Ｅ，
落とし34°に極大点をもつが, N12°W, 21°にも副極大点をもちかなりばらつく．このように木小
区域の地質構造は比較的単純であるが，S1や線構造の方位に多少のばらつきがある．このことは，
田人深成岩体の辺入の影響があること，木小区域が御斉所・竹貫双方の変成岩類を含んでいること
によると思える．木小区域を２つの小区域に区分して考察するだけの規則的変化はない．
　先に，筆者は木稿でＢ,z摺曲群として扱っている構造群を，本地域北西の仁田背斜の東南翼で記
載したが，その際にはこれらのＢｚz摺曲群をB3榴曲群に一括して考察した．すなわち，一般に低
角度の落としであるB3摺曲軸が，仁田背斜の軸部から東南翼に向うにつれて，その落としの角度
を大きくし，ついには垂直に近いattitudeを示すと考えた．そして，S1によって示される地質構
造がB3変形時相前に形成されており，後に重なったB3榴曲軸は既存のS1の構造にその落としを
支配されたと考えることによって，B3摺曲軸の規則的な変化を説明した．
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　　　　　　第６図　宮木深成岩体北縁地域のs-s.図．
測定数はダイアグラムの下方に，等密度線は図の上方に示されている
等密度線
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---
＊　上述のごとく，田人深成岩休の北縁に特殊な地質構造が存在することは，すでに筆者(1967,広島大卒論
　手記）が示しており，同様な例が光川(1967,秋田大卒論手記）により宮本深成岩体北縁において示されて
　いる．しかし，その段階において，両者ともこのような特殊な地質現象か深成岩体のemplacementに関連
　して二次的に複雑化された結果であると推論しながら，それらと存在する微構造との幾何学的関係について
　は明確に言及しなかった．第６，７図は，光川の原図に，筆者が新たに調査して得たデータを一部加えて作
　製したπ，1，線構造図である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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　　　　　　第７図　宮本深成岩体北縁地域の線構造図．
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　しかしながら，本稿で問題としている田人深成岩体の北縁では，B3摺曲によって支配されてい
る地域からＢｊ７摺曲によって支配されている地域にかけて，構造軸の幾何学的変化の規則性が把握
できない．そこで，この場合，上記のごとく，地質構造が複雑になる地域が深成岩休のcontact付
近に限られること，さらに，田人岩体の北部と宮本岩体の南部を結ぶ方向に広がっているというこ
と，加えて. contact周辺に限って発達する微構造と地質構造が幾何学的に調和しているという事
実を考慮に入れると，これらの地質構造を複雑にした機構が，深成岩体の逃入になんらかの関連が
あると考えるのが妥当であろう．
　いずれにせよ，事実，仁田背斜東南翼の垂直に近い軸をもつ摺曲群と，田人岩体周辺のＢｇ榴曲
群とは連続するわけで一連の構造と断定できることから，両者の起源の考察について矛盾があって
はならないわけである．筆者は，以前より，花出岩質岩脈の示す構造特性の検討から，田人深成岩
体の辺入はB3摺曲迎動後期以後であることを主張しているが，このことを繰り込んで考察するな
ら, B,7摺曲群が田人岩体の逍入に伴い形成された構造であることが確実視されることから, Bh榴
曲は，B3変形時相の後期～最末期を代表する運動と言えよう．このことと，深成岩体に向っての
SIのattitudeの規則的な変化の有無，B3変形前に形成されていた地質構造のトレントとB3摺曲
運動の軸の幾何学的関係を考慮に入れるなら，Ｂｇ榴曲群の起源について統一的な見解がだされよ
う．すなわち，B3摺曲運動前にSIが高角度の傾斜を示し，かつ，その運勁前に形成されていた地
質構造のトレントにB3摺曲迎動の軸が斜交した地域では，B3抑曲運動に伴いＢ球習曲に類似した
構造群が形成された．さらに，この地域は，田入深成岩体の辺入に伴い生じたＢｊ７榴曲運勁をもこ
うむった．他方，β3変形前の構造とB3変形迎動がco-axialな地域では，深成岩体の逍入に伴う
Bj7摺曲運勁が及んだ範囲だけに，高角度な軸をもつ摺曲群が形成された．このことは，田人岩体
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に向ってSIのattitudeに規則的な変化が存在するなら，上記のＢｚz摺曲群の起源を考察すること
が容易になることを示している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　ともかく，田人深成岩体周辺では，地質構造に特異性があり，かつ，同じ田人岩体周辺でも場所
によってその特異性が異なることが判明した．このような特異な構造を示す地域は，阿武隈変成帯
という全体の規模からみれば極めて狭い範囲である．しかし，阿武隈帯の古期花剛岩類の迢入時の
性格を考察するうえで，今後，これらの特異な地質構造の解析を進めることはすこぶる重要と言え
よう．
　Ⅲ一ｃ　boudinageおよびrodding
　先述のごとく，本地域に発達する特異な構造と思えるものに, boudinageとｒodがある．これ
らの構造の分布域は，第３図に示されるような範囲であるが，その産出の頻度は比較的乏しい．図
から判読できるように, boudinageやｒodは，御斉所地域では，複合岩体周辺のわずかな範囲め
変成岩類中に発達するだけであるが＊，岩休以西の竹貫片麻岩類中ではほぽ全域にわたって観察さ
れる．観察されるboudinageやrodの多くは，泥質岩起源の片岩～片麻岩中の石英・長石に富む
層や，それらに注入している花肖岩質細脈（ペグマタイト～アプライト），さらに，珪質～角閃岩
質片麻岩の薄層に限られる．わずかな例であるか，角閃岩中のアプライト脈にboudinageが発達
する場合がある（第２図版, 4).
　これらのboudinageの形態には，大別して次の２つの型かおる.
　1.第８図に示されるように, neck line に直角な方向に最大の伸長があり. neck line に垂直
な断面だけでboudinageが観察される．
第８図　Boudinageの記載のために本稿で使用されている用語
　　(A. J. Jones, 1959原図). Type 1 , Type 2は，鉱物線
　構造の方向（本文参照）を示す／
　2.個々のboudinが片理面に平行な任意の方向に伸び，片理面に平行な断面はdisk状の形態
を示す．このため，個々のboudinは円礦か団塊のような産状を呈している．
　次に, boudinａｇｅやｒodを，顕著な鉱物線構造とそのneck line との関係を考慮に入れて区分
＊　御斉所地域では，深成岩休に接近しboudinage, rod structureが出現する範囲に近づくと，石英に富む
　層が膨縮構造(pinch and swell structure)を示すのか時お.り観察される．
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すると，次の２つのタイプになる.
　①型：深成岩体に隣接する地域では最も頻出する型のboudinageで, neck line に直角な断面
でのprofileは，レンズ状～楕円状で（第４図版, 9),そのneck line がＢｇ摺曲の摺曲軸に平行
で，かつ，袖方向に黒雲母の平行配列がある．塩の平南西0.5 kmで観察される石英，長石，電気
石，緑レン石からなるペグマタイト脈のboudinageは，この型のboudinageの典型である（第２
図版, 3).この型では> host rock の黒雲母に富む眉はconcomitant noｗをしてscarを埋めて
おり，そのflowageは対称的な摺曲を示している．また，部分的に二次的な石英がscarを占めて
いる場合もある．赤仁田から西に入る谷添いで観察されたboudinageのごとく, neck line が，水
平に近くL3に対応しているものもある．
　これまでに観察されたすべてのrodding structureは①型に相当し，その長軸方向が，黒雲母の
平行配列を伴うＢａ摺曲軸にほぽ平行である．しかし, boudinageの場合と違い, profileはすこ
ぶる多彩で, 0.7～4.0 cm (断面での長径の長さ）くらいの不規則なさまざまの形態を呈する
　（第９図）．この第９図にみられるごとく，同一標本でも異なった断面ではそのprofileの形態に
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第９図　Bourlinageおよびrod structureの断面図. neck line に垂直な断面における
　外形を示している. 2. 3. 4は同一標本．観察地点は，主として塩の平南西0.7 km.
著しい差異がある．このような激しい変形は，後述するごとく，主としてroddingを受けた岩脈
ないし岩層が. roddingと同時期ないし後期にＢz７摺曲運勁を被ったためと考えられるが，加え
て, roddingの際あるいは後に層理而にshearing stressが働いたためと思われる.
　②型：この型のboudinageの特徴は，①型の場合と違い, neck line に平行に鉱物線構造が存在
しないことである．つまり. boudinageのneck line と，黒雲母や角閃石の平行配列で示される
　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ---鉱物線構造が高角度をなしている．ただし, neck line に直角な断面での形態やneck line の方位
は，①型のboudinageとほぽ同一である．この型のboudinageは，木地域内では，田人深成岩体
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からかなり離れた地点で観察される．以下，この型のboudinageの例を２，３例記し，それらの構
造特性を明らかにしたい.
　・田人岩体北西部で宮木深成岩体にかなり近い地点で，角閃岩の片理面に平行に遊入しているア
プライト脈がboudinｲﾋしている．　このboudinageは･②型の最も典型的な例である. profileの
形態はレンズ状で. neck line の方位が確認でき, neck line と普通角閃石の平行配列で特徴づけ
られる線構造がほぽ直交している．従って，見かけ上，角閃石の配列が. boudinage形成の際の
elongationの方向に一致している．さらに，第２図版，４に見られるごとく，普通角閃石の平行配
列がboudinageによって曲がっており，普通角閃石のconcomitant flow の軌跡か scar　を埋め
るようになっている.これらの事実は. boudinageの形成と普通角閃石の再結晶作用が一連の変
形･･変成作用の結果であることを示しているのであろう．しかし，角閃石の配列の方位かＬ。-3に
対応していることは考慮されなければならない.
　・neck line に鉱物の配列を伴わないboudinageの例は，井出南方でも観察された．ここでは，
黒雲母片麻岩中に挾まれる珪質角閃岩の薄層がboudinｲﾋしている．個々のboudinは片理面に平
行な任意の方向に伸び，片理而に平行な断面はdisk状の形態を示す.，これは層理屈に平行な任意
め方向に，同じ程度の伸びが生じたことを物語っている．しかし，黒雲母は一方向に配列してい
る．・おそらく，黒雲母の再結晶作用はboudinage形成後であろう．この井手の例と同様な産状，
鉱物線構造とneck line の関係を示すboudinageは，根室の西方でも観察された．ここでは，黒
雲母片麻岩中に挾まれる角閃岩の薄層がboudinｲﾋしている．
　以上のごとく，木地域内のboudinageの形態には，大ざっぱにいって，２つの型があり，また，
鉱物線構造と　boudinageの関係も多彩である．従って，これらの型の違いを規定した要因は，
boudinageの際の歪の性質, boudinageと再結晶作用の時間的関係等の違いによるものと思われる
が，本地域西部の竹貫片麻岩類中に発達する　boudinageの検討がなされていない現段階では，こ
の問題に結論を下すことはできない．しかし，調査地域に関する限り，いずれのboudinageも田
人深成岩休周辺にその産出が限られること，アプライト～ペグマタイト脈（これらの岩脈群の産出
は這入岩休周辺に限られる）などの花剛岩質物質がboudinｲﾋしていること，さらに. boudinage.
ｒodの幾何学的特性，分布が，岩体周辺に特徴的に発達するＢｇ摺曲のそれらと密接に関連してい
ることを考慮に入れると, boudinageの形成は，田人深成岩体のemplacement*　になんらかの関
係があると言えよう．
　注目すべきことは，第９図にみられるように. boudinｲﾋないしｒodｲﾋした石英・長石質脈や花
肖岩質の細脈が先述のB,T摺曲運動をもこうむっていることである．この場合. neck line とBfl
榴曲軸は平行である．このことは, boudinｲﾋ→Ｂ,7榴曲迦動という形成の順序，もしくは, Bfl摺
曲迎動と　boudinagd rodの形成の間の時間的間隙は少ないことを示している．言い換えれば，
boudinｲﾋがextension.摺曲がcompressionと互いに相反する応力に起因することから，第９図
からは応力場の変遷がうかがえるとも言える．先に，このようなboudinage> rod. Bw摺曲etc.
の構造群の形成は，田人岩休のemplacementの間のある迎勁に基づく可能性を指摘した．従っ
て. boudinageやｒodが. Bn榴曲より早期あるいは両者がほぽ同時期に形成されたことを暗示
する第９図は，田人深成岩休のemplacementに際し初期にextensionが生じたことを示すことに
もなり，上記の構造群の形成と田人複合岩体のemplacementを結びつけて考察することを一層有
＊　上記のごとく，岩体周辺のboudinageの分布域は西方に広がっている．すなわち，御斉所変成岩中では深
　成岩体周辺の伎かな地域に発達するだけであるか，変成度が高く，深成岩体の分布が多い竹貫地域の片麻岩
　‘中では各所で観察される．この事実はj boudinageの起源を深成岩体の辺入に求めることを決して否定す
　るものではない．
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力なものにしている．
　ｍ一ｄ　花岡岩質岩脈の変形について
　田入深成岩体北縁においては，いくつかの地点で花函岩質岩脈（花田閃緑岩～花幽岩質岩脈，半
花岡岩質岩脈，ペグマタイト脈，石英・長石脈etc. )が，御斉所・竹貫変成岩類中に這入している
のが観察される．これらの岩脈の産出は岩体周辺に限られるが，その頻度は，先述の構造群と同
様，岩体の北縁～北西緑で著しい．
　これらの花田岩質岩脈には，明瞭に而構造が発達している場合と発達しない場合，さらに変成岩
類の片理屈に平行に這入している場合と斜交して逃入している場合，その他，種々の構造特性が観
察され，すべての岩脈が，相曲運動を時間の目盛りとした時，同一の時期でなくさまざまの時期に
這入したことを暗示している．以下，これらの構造特性から判断される花樹岩質岩脈の這入期を例
記する.
　・（B3摺曲迎動後期）本地域の花岡岩質岩脈で最も古い時代のものと思われる岩脈は，先にB3
摺曲の項でも紹介したが，塩の平南西0. 5kmの地点で観察された．この岩脈は半花園岩質～長石・
石英脈で，周囲の泥質片岩の片理面を切って這入し，かづ，周囲の変成岩類がこうむっている変形
の一部分に相当する変形をこうむっている．即ち，母岩の泥質片岩層は，翼間角が15°±でisoclinal
foldに近いまで著しくflatteningされた摺曲構造（B27摺曲に‘対応する）を示し，･さらに，岩脈の
這入に伴い歪められその軸面が曲線になっているのに対し，岩脈は不完全な形態で翼間角の大き
い摺曲構造を示している（第４図版, 8).この岩脈の摺曲軸の方位は，水平に近くB3榴曲軸に対
応している．このように岩脈がB2摺曲構造を切って這入し，B3摺曲構造の発達の中間段階を示す
ことは，この岩脈がB3榴曲運勁のある時期，おそらくB3変形後期以後に這入した事を示,してい
ると思われる．以上.のごとく，この岩脈は変形時相の中間段階で這入したことを暗示する点で興味
深い.
　・（Ｂｇ摺曲運動とほぼ同時期）最も特微的な構造を示す岩脈は，このＢい|寺相の変形をこうむ
ったものである．これらの岩脈はI B/r摺曲やＢｇ摺曲の軸と同じ方位にneck line をもつbou-
dinageやroddingを呈し，おそらくはＢ７７摺曲運動直前ないしＢz7榴曲迎勁とほぽ同時に這入し
たことを示している．また，多少の時間差はあれ,｀おおむね逃入と同時に摺曲したと思えるptyg-
matic vein や, Bh摺曲の軸面（Sぬに平行に這入しｊＢａ摺曲運勁後期ないしＢ,７摺曲運動にや
や遅れて這入したことを示すペグマタイト脈も存在する. Bit摺曲, boudinageといった構造群そ
のものが田人深成岩体周辺に限られることと合わせ，これらの徘造群の変形を受けている岩脈が多
々あることは，深成岩体の這入と岩脈の形成の結びつきが濃いことを物語っていると言えよう．
　・（Ｂい習曲運動後，片状構造あり）この時期の這入を示す右脈も多く観察されるが，一般に半
花岡岩質のものが多い．１つの例は，戸草地域に観察される岩脈であるが，この岩脈は，幅40～60
cmでかなりの膨縮を示しながら，明瞭にＢ双摺曲を示す角閃岩の片理弼を切って這入している．
岩脈と角閃岩のcontactは不規則で凸凹があるが，岩脈にはcontactにほぽ平行な弱い片状構造
が識別できる．同様な例は根室においても観察された．ここでは，幅約12 cm の半花園岩質岩脈
が泥質片岩層に低角度で斜交して逃入している（第５図版, 10.近隣の泥質片岩層にはＬａに相
当する線構造が発達していることから，この岩脈がＢz７摺曲連動後に這入したことは確実視され
る．岩脈には泥質片岩とのcontactに平行に弱い片状構造が発達している.
　・（Ｂａ摺曲運動後，片状構造なし) Lhの発逢やＢzz摺曲を示す変成岩類に任意な角度で斜交
して這入し，片状構造の発達をも示さない岩脈は戸草林道で多く観察された．これに相当するもの
には半花岡岩質，ペグマタイト質，石英脈がある（第５図版, 12).これらの岩脈と同様Ｂｇ摺曲
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運動後に這入したと考えられ. chilled marginを有する半花閥岩質岩脈が塩･の平南方0.6 kmで観
察された．上記の片状構造の起源は不明であるが，片状構状を示す岩脈は示さないものに比してよ
り早期に這入したと思える．なお，SIに平行に逃入しSIに平行な片状構造を示す岩脈もあるが，
これらがB3，Ｂｇ摺曲運動との前後関係を示さない場合は考察の対象からはずした．
　以上のごとく，本地域の岩脈は，さまざまの変形時相に由来したものと考えられる．今までのと
ころ，これらの岩脈の分布は，広域変成作用の際の特定の変成度の地域に限られることもなく，母
岩の変成岩類中のmechanical propertyや，構造発達史のある時期に形成されたtectonic feature
に規定された証拠も認められず，また，特定の岩石種に限られるこ･ともなく，ただ，田人深成岩休
への接近がその産出の頻度を規定する唯一の条件のように思える．この事実は，これらの岩脈が田
人深成岩体の這入に関連する岩脈と考えられることを示し，岩脈の構造特性から判断される岩脈の
這入期を，田人深成岩体の這入期に結びつけて考察することをある程度可能なものにしていると言
えよう．この推測に基づくなら，田人深成岩体の這入は，B3摺曲迎動後期に始まり，続くＢzｌ摺曲
運動期に最高頂に達したと言える．
　Ⅲ－ｅ　石英のc-axis subfabric
　筆者は，目下，本調査地域を含めた御斉所・竹貫地域で石英のc-axis　subfabricを検討してい
るが，現在までのところ，作製したfabricダイアグラムをすべて統一的に説明するための考察方
法や，考察を可能にする充分なデータを得ていない．この項での目的は，田人深成岩体の逍入の影
響かあった地域とない地域で，石英のc-axis subfabric を比較し，その差異を明らかにするとい
う簡明なことであるので，敢えて石英のc-axis subfabric について述べる．両地域でそのfabric
に差異がでることは当然予測されたわけであるが，主に，これまで指摘してきた岩体周辺の地質構
造の特異性に対応するような特異なfabricが存在するかどうかに注目して，約30枚の薄片で石英
のc-axisを測定した．その結果の一部が第10図に示されている.10図のダイアグラムの掲載には，
解釈が不可能なダイヤグラムや同一の性格を示すものは省略してあり，多少意識的な選択がなされ
ている．
　第10図にみられるごとく，両地域における石英のc-axis subfabric は，一般に, ac-girdleを形
成している．しかし，岩体から離れた地域のac-girdleがL3を極としているのに対し（第10図一
1,2,5),岩体周辺地域のac-girdleは　Ｌｇを極にしており（第10図一3,4,6).両地域の
fabricに違いがあることが知られる．さらに，L3を極とするac-girdleでは，一般に分散の度合
が少なく，極大点もL3に関して点対称を示す場合があるのに対し≫ Lhを極とするac-girdleで
は，一般に分散の度合か大きく，極火点も不規則な位置に散在している．明確に，前者と後者の中
間段階のfabricを示す例は，今のところみつかっていない．いずれにせよ，上記のダイアグラム
に関する限り，おのおのの地域の石英のc-axis subfabricは，顕著な線構造を極とするac-girdle
を形成していると言うことができる．このことは，それぞれの地域の地質構造がBs, Bu摺曲によ
り規定されているという事実に対応し，興味深い．第10図一７は岩体西縁の竹貫片麻岩の石英の
c-axis subfabric である．ダイアグラムは，不完全なac-girdleとL3に低角度をなすgiｒdle令
描く傾向を示し，全体としてtriclinic symmetry を示している．一般に，西縁では，岩体への遠
近により石英のfabricに違いが表われず，石英のc-axis subfabricは　triclinic　に近いものか
多い．
　上記のごとく，概略的な解析からであるが，田人深成岩体に接近し地質構造が特殊化することに
対応し，石英のc-axisのfabric patternも変化することが明らかになった．おそらく，岩休周辺
のfabricは，田人深成岩体の辺入に併う変形・再結晶作用によって形成されたものであろう．し
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第10図　田人深成岩休北縁におけるc-axis subfabric. ●印は試料採取地．御斉所，神山の試料は，田人
　深成岩体の辺入の影響か明確にないものを代表させている．測定数，等密度線はダイアグラムの下に示さ
　れている．
ろ5:，
かし，今後，石英のfabricの解析から田人深成岩体の辺入時の性格を明らかにするためにﾆは，よ
り詳細に御斉所・竹貫変成岩類の石英のfabricを解析しなければならない.･特に，解析に際して
は岩石の歪の変化とfabricの変化の対応関係を重視する必要があると思える．
　　　　　　　　Ⅳ　田人深成岩体の遊入と阿武隈主部広域変成作用の相互関係
　この稿で問題にするのは，田人深成岩体が本地域の変形・変成史のどの時点で逃入したかという
ことと，その岩体の辺入が本地域の変形・変成史にどのような役割を演じたかである．
　筆者は，先に御斉所・竹貫地域で東方から西方に向って，黒雲母の配列で定義されるB3摺曲の
軸面劈開S3の型が変化することを示した．そして，その変化を規定した要因を，S3変形と黒雲母
の晶出の時間的関係が地域によって違うことに求めた．また，その要因が，S3変形作用の際の温度
の上昇に伴い，黒雲母の挙動か変化したことにあるのかもしれないと考えた．いずれにせよ，温度
の上昇は広域に渡る規模で，高温の･地域で深成活動が盛んであったという根底にたった．そして，
深成活動の時期については，宮本深成岩体を例にして考察した．すなわち，宮本岩体の東南縁の変
成岩に限り，軸の方位がばらつき形態が非対称なflow fold の特性を示すB4摺曲が発達し，深成
岩体の分布もこのB4摺曲を示す変成岩類の構造と平行にみえることから，B4摺曲が宮本深成岩体
の･辺入に密接に関連して形成された構造であることを指摘し，さらに，宮本深成岩体近郊の花田岩
質岩脈'が，微弱であるが，B3変形を被っていることを指摘し，これらの事実に基づいて，宮本深成
岩体の辺入は，阿武隈主部広域変成作用の後期に温度条件が最高に達した時点，つまり，B3変形
後期からB4変形時相にかけてであろうと考えた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．･
　丸山(1970)は，田人，宮本岩体同様古期型花岡岩類とされてきた鮫川岩体を主たる対象にし，
グラニット・テクトニクス，岩石化学的な方面から研究を進め，次の事実により，鮫川岩体がこの
地方の主要変成作用後に辺入したと推定した.
　'①　古期型花闘岩類は，変成岩類中に貫入しており，スカルン鉱物生成に代表される接触変成作
用を，僅かに与えている.
　②　母岩の鉱物組み合わせと同じ変成岩類が捕獲岩として含まれている.
　③　古期型花岡岩類は，中～塩基性の深成岩に，熱的な影響を与えて，それらの深成岩中に変成
鉱物を作っている.
　④　古期型花田岩類は独自の構造形態をもっている．
　最近の古期型花田岩類の放射性年令の測定によると，鮫川→宮本→田人の順に若くなる侑向を示
すと言われている(丸山からのpersonal communicationによる)．しかし，これまで述べてきた
深成岩体周辺の特異な構造群の存在，および，それらの構造のもつ意義についての'考察に基づいて
判断する限り，筆者は，宮本，田人両深成岩休の辺入と，阿武隈主部変成・変形作用を完全に切り
離して考えることはできないのではないかという立場に傾倒している．以下の観点に立って，田人
深成岩体は，阿武限主部変成・変形作用の後期以後に御斉所・竹貫変成岩類に遊入したと考えた
い'．しかし，以下のごとき事実を羅列するだけで，古期型花岡岩類が関係した変成作用と，阿武隈
主部広域変成作用とを結びつけて考察するための前提が確立したとは決して考えていない．
　①　Ｂ。榴曲> boudinage ・rod 構造の発達域と深成岩休の分布の密接な関連性.
　②　Ｂzj榴曲とB3榴曲の幾何学的・時間的連続性.
　⑧　Ｂz７摺曲に規定された地質構造の特異性.
　④　岩体周辺のみに存在するペグマタイト，アプライト等の花田岩質岩脈の示す構造特性から，
それらの逍入時期が判断できること．
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　⑤　岩体周辺地域の石英のc-axis subfabric の特異性．
　これらの事実は, localな範囲の現象かもしれないが，田人深成岩体が這入時にcontactに対し
なんらかの固有の応力場を形成したことを暗示していると言える．つまり，上記の特殊な構造群の
起源は，田人深成岩体の這入に密接に関連があ芯可能性が強い．さらに，田入深成岩体に対比され
る宮本深成岩体周辺での構造をも考慮に入れると，従来，主として深成岩体の逃入に伴い，既存の
構造が乱された結果とされていた深成岩体周辺での構造の不規則性は，むしろ，既存の構造へ這入
に伴い形成された新構造が重複したことによると言える．筆者は，いまだ入四開花肖閃緑岩体，お
よび同岩体周辺の変成岩類を調査する機会がないので，いささか度を越す推論に走る危険がある
が，田人岩体周辺のこの地質構造の特異性は，黒田・倉林(1952)により，入四開岩体周辺の変成
岩類の研究から想定されたまくれ上り構造”と同一の性格を有するものかもしれない．
　ここで，上記のことから推測される田人深成岩体北縁の変形・変成史を，先に明らかにした変形
・変成史にくりこんで示すと第２表のようになるであろう．第２表は，宮木岩体の這入が，阿武隈
第２表　田人，宮本両深成岩体周辺地域の変成・変形史
地　　　　　　域 変成・変形作用 時　間　　　　　　-→
田人深成岩体周辺地域
変　形　作　用 B3摺曲運動 Bz7摺曲運動
深　成　活　勁 田人深成岩体の辺入
変　成　作　用 阿武隈主部広域変成作用
宮本深成岩体周辺地域
変　形　作　用 B3摺曲運動 B4摺曲運動
深　成　活　勁 皿..
主部広域変成作用の後期で温度条件が最高に達したB3変形時相後期～B4変形時相であることを
示し，田人岩体の這入がB3変形時相最末期～Ｂz7変形時相であることを示している．そして. Bh.
B4摺曲構造が，共に深成岩体の逃入に関係した変形作用の産物で，かつ，B3相曲に引き続いて形
成された構造であり，おおむね同時期の構造であるが，Bjj･摺曲運動が，B4摺曲迎動にくらべ，よ
り晩期に始まりより短期間に終った運動であると推論されている．この推論は，上述の絶対年代
の測定結果をも考慮に入れてのことである．結局，第２表は，現在の地表で観察される現象の解析
から，宮本岩体の方がより早期に這入したという判断を骨子にしている．しかしながら，上記の両
変成岩体の這入の時期，這入に伴う変形の性質の差異は，単にcontactでの地質構造の違いに基
づく考察から示されたものであり，実際には，両岩体の這入時の性質の差異は，田入岩体の方が宮
本岩体より，より地表に近い地点まで這入してきたことにより生じたものと考えられる．換言すれ
ば，その差異は，両岩体の這入した場の物理的環境の違いに起因したものと思える．
　以上述べてきたことの中には，今後，明確にしなければならない問題がいくつかある．しかし，
現在，田人深成岩体周辺の地質構造の解析から示しえた限りにおいては，田人岩体は，阿武隈主部
広域変成作用時のB3摺曲運動後期～最末期に這入し，這入に際してはforcibleな性格を有し，既
存の構造とはかなり異質な種々の構造を形成したと考えられる．
５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ　要　　　約
　以上のべた阿武隈変成帯の田人深成岩体北域の変成岩類，深成岩体に伴う花南岩質脈の示す構
造の研究から，北縁に限って存在する構造群の性質や，起源をある程度推察することか可能になっ
た．そこで，重要な事項をぬきだすと，次のようになる.
　①　摺曲軸が垂直に近いＢｇ摺曲が存在し，岩層の連続性を乱す．この構造は，変成岩類と深成
岩体の境界が，変成岩類の構造方向と不調和な地域ほど頻出する．主として，岩体の北～北西縁に
発達する.
　②　深成岩体の影響がない御斉所変成岩類は. NNW-SSE方位で緩傾斜の軸をもつ背斜・向
斜を示すのに対し，周辺の変成岩類は, Bh摺曲で地質構造を規定されている.
　③　boudinage, rod構造が, B≫摺曲ときわめて調和的に分布する．幾何学的にも，両構造は密
接な関係があり，一連の変形作用の産物といえる.
　④　ペグマタイト～アプライト脈，石英・長石質脈が，上記のboudinage, rod. Bs摺曲を示
す．これらの岩脈にはいろいろの変形時相に這入したものがあるが，いまのところ，B3摺曲運動
後期に逃入したと判断できるものが一番古い.
　⑤　石英や黒雲母の配列に，変化や特異なものが生じる．石英のc-axis subfabric は，一般に
弱いac-girdleを示すが，その極は，岩体周辺ではＢｇ摺曲軸に相当し，岩体から離れた地域では
B3摺曲軸に相当する．つまり，岩体に接近するにつれてfabricの変化が認められる. Bh摺曲軸
部における黒雲母の配列は，一般にaxial plane schistosity に近い型を示すが，種々’の例外があ
る．同様に，岩休に接近して，岩休這入前に形成された面構造や摺曲構造の改変や破壊がみられ
る.
　⑥　田人深成岩体は，阿武隈主部広域変成作用の後期～最末期（B3変形時相後期以後）に這入
し，這入に際しては，少なくとも北縁では多少forcefulな性格を有し，上記のごとく，既存の構
造とはかなり異質な種々の構造群を形成した．
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図　版　の　説　明
第１図版(1, 2)
　　　　１ ： Ba 榴曲の産状．観察地点，戸草林道の路面.
　　　　2 : Bh 摺曲の一断面．軸面（Ｓぶ）に平行に石英の細脈が走っているのが認められる．
第２図版(3, 4)
　　　　３：電気石，緑レン石，長石，石英からなる脈のboudinage―①型のboudinageの例．手前の
　　　　　空洞は，１つのboudinの形態を示している．
　　　　４：角閃岩中のアプライト脈のboudinage―②型のboudinageの例．
第３図版(5, 6)
　　　　5 : Convolute fold に近い特性を示すＢＪ７榴曲．観察地点，戸草林道の路面．
　　　　６＝゛グマタイト脈の示すＢ，z榴曲，および，軸面（Sj7）方向に枝分れしているペグマタイト
　　　　　脈．観察地点，貝泊．
第４図版(7, 8, 9)
　　　　７：Ｂ丑相曲の断而．観察地点，塩の平．
　　　　８：周囲の泥質片岩が著しいB2摺曲を示すのに対し，不完全な摺曲を示す花肖岩質細脈（実物
　　　　　大）．
　　　　９：泥質片岩中に観察されるboudinageの１例．
第５図版(10, 11, 12)
　　　　10＝ペグマタイト中の捕獲岩．捕獲岩の泥質片麻岩が摺曲を示すのか特徴である.
　　　　11 :泥質片岩の片理面に，低角度で斜交して遊入している半花肖岩質の岩脈（白色部）．岩脈に
　　　　　は辺入面に平行に弱い片状構造が発連している．観察地点，根室.
　　　　12 : 泥質片麻岩を貫ぬいているペグマタイト脈（白色部）．ペグマタイト脈には，片状構造は発
　　　　　逮していない．観察地点，根室．
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